2015日中韓分析研究交流会シンポジウム参加報告
今年のシンポジウムは韓国食品研究所が中心となり、韓国分析科学会、日中韓研究交流会が共同で運営にあたり韓国の釜山、グランドホテルで10月13日から15日に開催されました。昨年、11回目を東北大学（瀋陽、中国）のJuan-Hua Wang教授が大会会長として取りまとめ、今回の第12回目は韓国食品研究所（KFRI）のJae-Ho Ha博士が大会会長、副会長としてJin-Ming Lin教授（清華大、中国）、佐藤博教授（長崎国際大、日本）、日本側事務局はガスクロマトグラフィー研究懇談会の佐藤委員と前田委員長が務め、LC、FIA、IC、環境分析各研究懇談会の協力を得ました。参加者は韓国48名、日本18名、中国42名と韓国が協力しているモンゴルから3名と多数の方の参加を得て盛会でした。毎年参加者が増えており、学生や若手研究者の参加も多くなってきました。韓国も大学の研究者の発表が増加してきました。研究発表件数はプレナリー講演4件、キーノート講演23件、一般発表16件、ポスター発表34件で発表件数の多さと研究発表内容の広がりを感じました。発表件数が多かったので14日は1会場で朝8時から10時30分までプレナリー講演の後2部屋に別れて18時まで、翌15日は2会場で9時から11時まで発表が続きました。発表時間はプレナリーで30分、キーノートで20分、一般で15分とメリハリをつけ、質問も活発で進行は遅れ気味でしたが実りある研究発表会になりました。突然のプログラム変更や発表者が来ないなども無く、各国の研究レベルも高くオリジナルのアイデア紹介や最先端の研究が続きました。
　会期中は晴天に恵まれ、会場の窓越しに対馬が望める絶好の天気でした。釜山は古くから大陸と日本との交流の窓口であり、この地で日中韓シンポジウムが開催された事は特別な意味があるように思いました。14日夜の意見交換会では各国の研究者がほぼ全員参加して意見交換と懇親を深めました。
今回も学生の参加が多く、当初から変わらない会の主旨である友好と交流の目的が達成されたと思います。今回も、本研究交流会開催に対して（公社）日本分析化学会のご理解を得て国際交流の後援を頂きました。変わらぬご支援に対し深謝いたします。
　次回は中国の武夷大学で開催を予定しており、福建省のいくつかの大学が協力するとの紹介がありました。時期は9月か10月頃との事なので決まり次第紹介いたしますので是非ともご予定ください。
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